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研究成果の概要（和文）：　本研究は、中学段階からの外国語教育において、その一貫性を高めるとともに、複言語・
複文化能力を養成することを目的とする基礎的研究である。重点項目を「第二外国語既習クラスの実態調査」、「カリ
キュラム研究」、「教材開発」、「気づき研究」の４点に置き、活動を行った。
　特に注力したのは、大学の第二外国語既習者クラスの実態調査で、質問紙による調査を実施した。
　この他、ドイツ、イタリア、ルクセンブルク、フランス、スイス、中国、アメリカの幼稚園、小・中・高等学校で授
業を視察し、担当の教員や関係官庁、大学の研究者に聞き取り調査を実施して、早期複数言語教育と複言語能力育成な
どについて情報を収集し、知見を高めた。

研究成果の概要（英文）：The goal of this study is to reinforce articulation in Keio’s foreign language 
education starting from middle school, and to foster plurilingual and pluricultural competence of 
students.
The research was divided into four categories ("a field study of students who have already learned a 
second foreign language at highschool," "curriculum research," "material development," and "awareness 
raising research").
The research primarily focused on a field study of university courses for students who have already 
learned a second foreign language at highschool. We had students and faculty members fill out a 
questionnaire and analysed the results. We also sat in on kindergarten, elementary school and middle 
school classes in Europe, China and the USA. There we had the teachers in charge and university 
specialists participate in an interview, and collected data on early foreign language education and the 
fostering of plurilingual competence. These activities widened our knowledge on the subject.

研究分野： 言語教育学、応用言語学
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１．研究開始当初の背景 
 日本の外国語教育研究は、従来言語政策や
言語教育政策のマクロな観点から研究され
ることが少なく、教育全体における位置づけ
や、社会的なインパクトに関して、必ずしも
充分な研究が行われてきたとは言えない。多
くの場合、教授法的なミクロの観点から文法
や語彙の教育はどうするかが語られ、せいぜ
いが読み・聴き・話し・書く能力をいかに養
成するかという言語内要素に密着した議論
が行われてきたに過ぎない。近年になってよ
うやく生涯学習などの視点から自律的学習
者養成や学習方略といったことがテーマ化
されるようになったが、言語学習者の社会的
視野の拡大や、同一社会内における異言語・
異文化や弱者との共生といった視点で言語
教育が語られることはまだまだ少ない。 
 慶應義塾大学外国語教育研究センターで
は、2006 年以来文部科学省「私立大学高度化
推進事業」学術フロンティア「行動中心複言
語学習プロジェクト」（AOP プロジェクト）で
これらの理念と取り組み、「行動中心主義」
や「複言語・複文化能力」といった欧州の言
語教育で重視されている理念に立脚した外
国語教育のあり方を追求してきた。 
 一方で、幼稚舎（小学校）から大学院まで
行われている英語教育は、紛れもない外国語
教育の中核であるが、それが縦の接続と横の
連携の不足から、必ずしも充分な成果を上げ
られてこなかったことの反省に立って、英語
一貫教育の研究も行ってきた。つまり、複言
語・複文化能力育成の研究と英語一貫教育の
研究は行ってきた。しかしながら、慶應義塾
の高等学校段階で長年行われ、近年中学校段
階でも選択授業で実施されるようになった
第二外国語教育の一貫性の問題はまだ本格
的な研究が行われていない。 
 世界的に見た場合、外国語教育はすぐれて
中等教育の課題である。また、近隣諸国を見
ても、中等教育で第二外国語教育を必修とし
て行っていない日本は例外的存在である。複
言語・複文化能力育成を考えるときには、上
記の教育実践をもつ慶應義塾は日本では稀
に見る好条件を備えていると言えよう。この
学舎こそ、複数の言語と文化の能力を持ち、
外に向けて日本を発信できる人材ばかりで
なく、外国人の流入と共にますます多言語化
する日本社会における次代のリーダーを養
成する義務を持たなくてはならないという
認識が、本研究の出発点であった。 
 
２．研究の目的 
 日本ではまだ本格的に行われていない、英
語を含む複数の外国語の一貫教育における
複言語・複文化能力養成のための理論的・実
践的基盤整備を目的とする。具体的には、語
種を横断した横の連携を確保しつつ、中学・
高校・大学といった学習段階の縦の接続を十
全に機能させて、生徒・学生の複言語・複文
化能力を養成するために、人材養成を含む教

育システム作り、カリキュラム・教材・教授
法の開発を行う。海外において日本を代表し
て発言できる能力を持つだけでなく、多言語
化する日本社会のリーダーとして、異言語・
異文化に開かれた態度、社会的マイノリティ
ーや言語的弱者に対する「気づき」の能力を
備えた人材作りに向けた統合的研究である。
本研究の三年間はそのための基盤作りと具
体的モデル作りを目的とする。 
 
３．研究の方法 
（１）外国語教育の一貫性に関しては、慶應
義塾内の第二外国語と連携研究者の本務校
における英語教育の一貫性の現状に関する
実態調査を行った。前者では、大学の第二外
国語既習クラスに在籍する学生と担当教員
に対して、質問紙による調査を行った。 
（２）複言語・複文化能力と「気づき」の育
成の観点から、アメリカ合衆国、中国、ドイ
ツ、ルクセンブルク、イタリア、スイス、フ
ランスにおける初等中等教育の実態調査を
行った。特に、就学前教育、初等教育から複
数言語能力養成を行っている教育機関の視
察に重点を置いた。 
（３）言語・文化に対する「気づき」の育成
のために、すでに日本、ヨーロッパで作成さ
れた教材の分析を行い、日本の現場に適合し
た教材の試作を行った。 
（４）複言語・複文化能力と「気づき」の育
成のための教員養成とカリキュラム・シラバ
スモデル作りの観点から、先進的な教育を行
っているイタリア・アルトアディージェ州で、
大学における教員養成の実態を調査した。ま
た、ルクセンブルク、イタリア、スイス、フ
ランスなどでは、現場の教員だけでなく、教
育委員会や担当官庁の職員、また政策立案に
関わる大学教員に対する聞き取り調査を行
った。 
（５）本研究は、拠点を慶應義塾大学に置い
たが、電子的媒体などを通じて、常に他大学
の連携研究者とも連絡を保ちつつ研究を進
めた。テーマごとに適宜研究会を行い、年に
１〜２回の全体集会で意見交換を行い、相互
に知見を共有した。 
 
 
４．研究成果 
（１）慶應義塾における第二外国語教育の一
貫性に関する調査： 
 本研究は、フランス語、ドイツ語、中国語、
スペイン語の４言語で行ったアンケート調
査結果について考察を加えたものである。 
 日本の高等教育における第二外国語学習
では、フランス語とドイツ語が長い間大きな
役割を果たし、その成り立ちや歴史について
も共通項が多い。これと比較した場合にいわ
ば「新しい第二外国語」となっている中国語
とスペイン語は、学習と教育の実態において
相当程度性格を異にするのではないかと想
像されたが、今回の調査の結果、言語選択理



由という面において両者の間に 相違が見ら
れたことは、そうした予想が一定程度裏づけ
られたと言えよう。 
 本アンケート調査では、学習者の初期動機
に「文化」が果たす役割の大きさが改めて明
らかに された。しかし同時に、被験者たち
は高等学校在籍中に、必ずしも十分な文化学
習ができたとは 思わないという意識を持っ
ていることも明らかになった。 
 また、高大言語教育の連携の必要性が強く
意識されているにもかかわらず、それが必ず
しも実現されているとは言えない実態も明
らかになった。 
 学習者の要望も反映させつつ、より良いシ
ステムを構築することは、教員たちが、学習
者と協力して少しでも理想的な学習環境を
作ることにつながり得る。このような形で、
熱心な教員たち の日々の努力が結実するこ
とは、教員・学習者双方にとって望ましいこ
とと言えよう。 
（２）複言語・複文化能力と「気づき」の育
成に関する調査： 
 先進的な教育を実践している現場（就学前
教育から高等学校まで）、特に幼稚園段階か
ら複数言語による教育を行っている教場を
中心に視察することによって、その可能性を
確認するとともに、多言語・多文化化する日
本社会における複言語・複文化能力育成のた
めのカリキュラム作りに対する基礎的知見
を獲得した。 
 また、スイス・ジュネーブ市の EOLE 教育
の現場を視察し、使用されている教材をつぶ
さに研究することによって、日本の小学校に
おける外国語活動の展開に多大の示唆を得
た。 
 EOLE、欧州評議会の CARAP、奈良教育大学
の吉村雅仁教授、早稲田大学の山西優二教授
らの教材作成の成果を踏まえ、大学生の複言
語・複文化能力養成のための教材を試作した。 
 なお、教員養成は本研究では必ずしも力点
を置いた研究項目ではなかったが、イタリ
ア・アルトアディージェ州ボルツァーノ自由
大学の教員養成課程とコンタクトを持つこ
とができたので、複数言語に対応した教員養
成の実態を調査し、日本の教員養成に参考に
なる多くの知見を獲得した。 
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